
今
回
の
「
再
質
問
状
」
は

三
週
間
前
に
、
同
機
構
に
送

り
、
十
分
な
検
討
時
間
を
持

て
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し

た
。
特
に
技
術
者
に
よ
る
説

明
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
機
構
側
の
担
当
者

は
広
報
担
当
で
し
た
。
そ
し

て
驚
い
た
こ
と
に
「
再
質
問

状
を
受
け
取
る
だ
け
」
と
い

う
態
度
に
終
始
し
、
訪
れ
た

市
民
代
表
へ
の
説
明
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
民
側

は
「
説
明
の
場
」
を
設
定
す

る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た

が
、
担
当
者
は
、
「
確
約
す

る
権
限
は
な
い
」
と
繰
り
返

す
の
み
で
し
た
。
市
民
側
は
、

こ
の
件
に
つ
い
て
、
鈴
木
篤

之
理
事
長
に
直
接
要
請
す

る
事
と
し
ま
し
た
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
安
全
対
策
を

進
め
て
く
だ
さ
い

要
望
事
項
は

１
．
高
レ
ベ
ル
廃
液
は
た
と

え
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
あ
っ
て
も
、
環
境
へ
漏
え

い
し
な
い
よ
う
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ

に
対
策
を
求
め
て
下
さ
い
。

２
，
高
レ
ベ
ル
廃
液
は
ガ
ラ

ス
固
化
す
る
な
ど
し
て
、
貯

蔵
量
を
徹
底
し
て
減
少
さ

せ
る
よ
う
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
求

め
て
下
さ
い
。

３
，
国
や
茨
城
県
当
局
へ
も

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の

安
全
対
策
を
求
め
て
下
さ

い
。マ

ス
コ
ミ
は
東
京
新
聞
、

共
同
通
信
が
加
わ
り
五
社
が

取
材
し
ま
し
た
。

脱
原
発
・安
全
な

東
海
村
づ
く
り

Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
で
は

人
命
第
一
と
し
、
村
と
し
て

い
ち
早
く
村
民
の
避
難
を

行
い
、
福
島
原
発
事
故
後
に

は
東
海
第
二
原
発
の
廃
炉

を
提
案
し
て
い
る
村
上
達

也
村
長
は
、
東
海
再
処
理
工

場
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
に
つ
い
て
の
私
達
の
要

望
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

率
直
な
感
想
と
意
見
を
披

瀝
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

（
以
下
懇
談
の
主
な
内
容
。）

高
レ
ベ
ル
廃
液
安
全
対
策

を
国
や
事
業
者
へ
要
求

村
上
達
也
村
長

原
発
の
危
険
性
に
つ
い
て

は
一
般
の
関
心
も
高
い
が
、

再
処
理
工
場
の
廃
液
に
つ
い

《天恵の海》
２０１２（平成２４）年

７月 ９ 日
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《まった再処理分庫》
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東
海
再
処
理
工
場
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
再
質
問
状
を

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
鈴
木
篤
之
理
事

長
宛
提
出
す
る
行
動
が
、
六
月
二
五
日
茨
城
県
東
海
村
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
三
時
半
か
ら
「
ア
ト
ム
ワ
ー
ル
ド
」
に
お
い

て
「
脱
原
発
と
う
か
い
塾
」
「
反
原
子
力
茨
城
共
同
行
動
」

ら
地
元
の
七
人
と
、
「
岩
手
の
会
」
の
三
人
が
出
席
し
、
原

子
力
機
構
地
域
交
流
課
の
佐
々
木
課
長
以
下
四
名
の
担
当

者
に
対
し
「
再
質
問
状
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
原
研
機
構
担

当
者
は
七
月
二
五
日
ま
で
に
回
答
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

こ
の
模
様
は
朝
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
茨
城
新
聞
の
三
社
が

取
材
し
翌
日
の
茨
城
版
に
報
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

４時半から９人の代表が、東海村役場会

議室で村上達也村長と職員４人にお会

いし、要望・懇談を行いました。



て
も
っ
と
強
く
事
故
防
護
や

安
全
対
策
を
要
請
し
て
行
く

べ
き
で
す
。
実
態
は
、
ガ
ラ

ス
固
化
の
不
具
合
が
あ
っ
て

廃
液
は
さ
っ
ぱ
り
減
ら
な
い
。

非
常
に
危
惧
し
て
お
り
ま
し

た
。
私
の
方
か
ら
、
原
研
機

構
の
鈴
木
理
事
長
に
廃
液
の

安
全
対
策
と
と
も
に
「
再
処

理
は
や
め
て
、
使
用
済
み
核

燃
料
は
そ
の
ま
ま
保
管
し
よ

う
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

安
全
協
定
に
よ
り
ガ
ラ
ス

固
化
体
の
保
管
で
許
可
し
て

い
る
の
は
四
二
〇
本
ま
で
で

す
。
収
容
能
力
は
六
三
五
本
。

し
か
し
、
福
島
原
発
事
故
の

現
実
を
見
て
、
私
は
収
容
能

力
を
増
や
し
早
く
ガ
ラ
ス
固

化
体
に
し
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。
高
レ
ベ
ル
廃
液
に

つ
い
て
も
大
事
な
の
は
、
冷

却
や
掃
気
の
電
源
確
保
で
す
。

安
全
対
策
を
一
つ
一
つ
確
認

し
て
行
く
必
要
が
あ
り
不
十

分
な
面
が
反
省
さ
せ
ら
れ
る
。

東
海
第
二
原
発
で
は
、
使
用

済
み
核
燃
料
は
時
間
が
経
っ

て
減
衰
し
乾
式
貯
蔵
で
や
っ

て
い
ま
す
。
キ
ャ
ス
ク
に
使

用
済
み
核
燃
料
を
入
れ
て
空

気
冷
却
す
る
方
法
で
す
。

六
ヶ
所
工
場
の
使
用
済
み

核
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
は
も
う

満
杯
で
す
。
原
発
サ
イ
ト
の

中
で
発
生
し
た
使
用
済
み
核

燃
料
は
そ
の
サ
イ
ト
の
中
で

安
全
に
管
理
し
て
行
く
と
す

る
べ
き
で
す
。
私
は

全
国

原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村

協
議
会
の
場
で
そ
う
主
張
し

て
い
ま
す
。

経
産
大
臣
に
意
見
書

相
沢
一
正
東
海
村
議

本
年
四
月
三
日
に
枝
野
経

産
大
臣
の
も
と
に
持
っ
て
行

っ
た
東
海
村
の
意
見
書
の
中

で
も
、
は
っ
き
り
、
高
レ
ベ

ル
廃
液
の
安
全
管
理
に
つ
い

て
伝
え
て
お
き
ま
し
た
。

責
任
の
押
し
付
け
合
い

永
田
文
夫
岩
手
の
会
世
話
人

再
処
理
工
場
の
事
業
者
は

国
策
だ
か
ら
と
国
任
せ
で
事

業
者
自
身
が
主
体
的
に
安
全

を
確
保
し
て
ゆ
く
と
い
う
姿

勢
が
な
い
。
現
場
の
こ
と
は

現
場
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
。
事
業
者
と

し
て
、
ど
う
や
っ
て
安
全
を

七
月
六
日
開
催
さ
れ
た

盛
岡
市
議
会
本
会
議
は
重

茂
漁
協
、
県
消
団
連
、
豊
か

な
三
陸
の
海
を
守
る
会
の

提
出
し
た
放
射
能
海
洋
放

出
規
制
法
（
仮
称
）
請
願
を
採

択
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
国
へ

の
意
見
書
を
採
択
し
ま
し

た
。
採
決
数
は
議
長
を
除
く

総
数
三
七
人
中
、
賛
成
二
九
、

反
対
六
、
退
場
一
、
欠
席
一
。

こ
れ
で
岩
手
県
下
三
三
市

町
村
議
会
中
三
二
の
議
会

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

確
保
し
て
い
く
の
か
、
説
明

の
場
を
設
け
て
ほ
し
い
。

百
万
人
が
住
ん
で
い
る

村
上
村
長

住
民
が
高
レ

ベ
ル
廃
液
は
早
く
ガ
ラ
ス
固

化
せ
よ
、
と
要
求
す
る
の
は

当
然
で
す
。
い
ま
原
子
力
委

員
会
の
方
で
再
処
理
か
直
接

処
分
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
に
つ
い
て
、

青
森
、
岩
手
だ
け
で
は
な
く
、

東
海
も
心
配
さ
せ
ら
れ
る
。

被
害
が
で
れ
ば
、
北
海
道
を

含
め
非
常
に
広
範
な
地
域
と

な
り
、
東
海
村
村
長
と
し
て

も
安
全
策
に
つ
い
て
き
ち
ん

と
要
求
し
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
な
に
し
ろ
３
０
㌔
圏

内
に
百
万
人
が
住
ん
で
い
る

の
で
す
。

（
ま
と
め
・
尚
）

が
採
択
し
国
へ
意
見
書
を

あ
げ
、
残
る
は
釜
石
市
議
会

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

岩
手
県
議
会
環
境
福
祉
委

員
会
は
七
月
五
日
開
催
さ
れ
、

岩
手
の
会
か
ら
提
出
さ
れ
て

い
た
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

の
放
射
能
汚
染
か
ら
県
民
を

守
る
請
願
」
を
審
議
し
「
高

レ
ベ
ル
廃
液
の
安
全
管
理
の

徹
底
、
県
民
の
命
と
暮
ら
し

を
脅
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う

防
護
策
の
働
き
か
け
」
の
部

分
を
委
員
八
人
全
員
の
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。
本
会
議

は
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

六
月
二
〇
日
、「
関
西
電
力

大
飯
原
発
３
・
４
号
機
の
早

期
再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見

書
」
を
国
な
ど
へ
提
出
す
る

議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

六
月
二
二
日
、
電
力
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
優
先
し
た
原
発

の
再
稼
働
は
行
う
べ
き
で
は

な
い
と
す
る
「
国
民
的
合
意

を
求
め
る
意
見
書
」
を
議
員

発
議
に
よ
り
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

６．２９

これだけは聞かねばならない！

原研開発機構への再質問状の内容
◆高レベル廃液過酷事故防護の最後の手段は

あるのか

◆「大津波でも廃液タンクは海水で冷やされ

る」という回答はあまりに無責任

◆超危険物「高レベル廃液」を扱う責任の自覚

大飯原発３号機
出力１１８万 KW 加圧水型

◇直下に破砕層（活断層）の

存在。（耐震規則に違反）

◇新に、使用済み核燃料（核

分裂生成物・燃えないウラン・

サヤ管など）が、１年で、推定

約１００トンが発生。放射能を

なくする方法はなく危険物。貯

蔵プールは満杯が近づく。

首相官邸

「正しい報道ヘリの会」提供 http://fotgazet.com/news/000226.html

撮影：野田雅也
（ＪＶＪＡ）
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